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【図１】研究の基本構想図

【表１】知的障害のある児童生徒の勤労観・職業観のとらえと内容

内 容
と ら え

態 度 具体的な力

日常生活の中での役割の理解や考え方と役 社会参加と自立に ○ 日常生活動作と基本的生活習
勤労観 割を果たそうとする態度，及び役割を果た 向けての基盤にな 慣に関する力

す意味やその内容についての考え方 る態度 ○ 社会生活・家庭生活に主体

的に参加し役割を果たす力

職業についての理解や考え方と職業に就こ 職業的な自立に必 ○ 実際的な働く力

職業観 うとする態度，及び職業をとおして果たす 要な態度 ○ 業業的な自立に必要な力

役割の意味やその内容についての考え方
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１ 研究の目的と概要

(1) 研究の目的
この研究は，知的障害のある児童生徒が在籍する

特別支援学校における組織的，系統的なキャリア教
育の在り方を明らかにし，特別支援学校におけるキ
ャリア教育を推進することで，児童生徒の社会参加
と自立及び豊かな生活の実現を目指すことを目的と
しています。

(2) 研究の概要
【図１】は，この研究の概要を基本構想図として

まとめたものです。キャリア教育を推進するために，
知的障害のある児童生徒が在籍する特別支援学校に
おける卒業後の生活を見通した支援を「組織的な取
組」と「系統的な取組」の二つの側面から明らかにし
ていきます。

具体的にはキャリア教育を組織の中に位置付ける
「キャリア教育全体推進計画」の作成と，発達段階
に応じたキャリア教育の内容の明確化を図る「キャ
リア教育全体学習計画」を作成し，これらを「キャ
リア教育推進ガイドブック」としてまとめ，知的障
害のある児童生徒が在籍する特別支援学校における
キャリア教育の推進を図りたいと考えます。

２ 知的障害のある児童生徒のキャリア教育とは

(1) キャリア教育とは
本研究におけるキャリア教育とは「児

童生徒が社会生活にかかわり合いながら，
一人一人の特性や実態に応じた自己実現
が図られるよう，一人一人のキャリア発
達を支援することで，勤労観・職業観を
育み，主体的に自らの生き方や進路を選
択できる能力や態度を育成する教育」と
定義し，育てたい勤労観・職業観のとら
えと内容を【表１】のようにまとめま
した。

(2) 勤労観・職業観を育む学習プログラムを構成する力
【表２】は，本研究における勤労観・職業観を育む学習プロ

グラムの枠組みを構成する力をまとめたものです。
キャリア教育に関する調査研究協力者会議報告書の枠組み例

には，職業発達課題の領域として，「人間関係形成能力」，「情
報活用能力」，「将来設計能力」，「意思決定能力」の４つの能力
が示されています。本研究では，この４つの能力を知的障害の
ある児童生徒の実態を考慮し，「かかわる力」，「えがく力」，「も
とめる力」の３つの力にまとめ，さらに，実際的な力の領域と
して，「はたらく力」，「生活する力」，「楽しむ力」の３つの力
を加えて学習プログラムの枠組みを構成します。

これは，知的障害のある児童生徒の勤労観・職業観を育むた
めには，実体験や実生活と結び付いた実際的な力の育成と関連
付けて指導，支援することが大切であると考えるためです。

《学校》
・生き方指導の不足
・社会への関心，働く意味
を教える指導の不足

・主体性・自主性を育てる
指導の不足

《本人》
・勤労や職業に対する意欲
関心の低さ

・自分を表現する力，自己
選択，自己決定力の不足

現

状

学校におけるキャリア教育の位置付け
の明確化→ 組織的な取組

＜キャリア教育全体推進計画＞

・学校経営のPDCAサイクルへの位
置付けの明確化

・個別の指導計画や日々の授業との
関連の明確化

発達段階に応じたキャリア教育の内容
の明確化→ 系統的な取組

教育活動全体を通じた児童生徒の発達段階に応じた組織的，系統的なキャリア教育の必要性
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《社会状況》
・就労率の低下
・早期離職者の課題
・自己選択，自己決定力
の必要性

＜キャリア教育全体学習計画＞

・各学部段階におけるキャリア発達
能力の明確化

・各教科・領域間の関連性や学部間
の系統性の明確化

卒業後の生活を見通した組織的，系統的な支援の実現（キャリア教育の推進）

主体的な学習によるキャリア能力の発達

社会参加と自立 一人一人に応じた豊かな生活の実現

教職員や保護者等のキャリア教育のねらいや意義，内容等の共通理解

【表２】学習プログラムの枠組みを構成する力

キャリア発達能力 主な内容（能力）

人・もの・情報とよりよくかかわる力
職 かかわる力 （人間関係形成能力・情報活用能力）
業
発
達 夢・目標・見通し・果たすべき役割を
課 えがく力 描く力（将来設計能力）
題
の
領 より良い方向に向けて選ぶ・決定する
域 もとめる力 力（意志決定能力）

役割に応じて、主体的に働く力
実 はたらく力

（職業理解能力・作業能力）際
的
な 日常生活動作や基本的な生活習慣、家
力 生活する力 庭・社会生活を行うための力
の （日常生活能力、社会生活能力）
領
域 余暇を活用し、好奇心や欲求を満足さ

楽しむ力 せ、心豊かな生活をするための力
（余暇活用能力）
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■ 進路支援部 方針 ■
児童生徒・保護者の思いや願いを支え，その実現
に向けた適切な支援ができるよう，小学部から
の組織的，系統的なキャリア教育を推進する

＜主な事業内容＞
進路に関する学習の計画，職場開拓，実習渉外，卒後
指導，進路研修会，支援会議など

■ キャリア教育 学部方針 ■
＜小学部＞生活に即した体験的学習をとおして，自分から，自分で物事に取り組もう

とする意欲・態度及び日常生活に必要な力が身に付くよう支援する
＜中学部＞校外学習や作業学習をとおして，社会生活に対する関心を高め，みんなと

ともに働くことや自分らしさを表現する力が身に付くよう支援する
＜高等部＞実習や販売活動等をとおして社会生活に必要な実際的な知識・技能を身に

付けると共に職業に対する理解を深め，自己実現の道筋をつかめるよう支援する

■ 各学部段階におけるキャリア発達能力の目標 ■
各学部段階 小 学 部 中 学 部 高 等 部

職業（進路）発達段階 身辺自立の確立と人間関係の基盤形成 社会生活能力と自己表現力の育成 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成

かかわる力（人，もの，情報とよ ○人や物に対して興味・関心をもつ ○周囲の人と協力して活動する ○場面や目的に応じて適切にかかわる
りよくかかわる力）

え が く 力（夢・目標・見通し ○いろいろな仕事があることを知る ○見通しを持って役割に取り組む ○夢への見通しをえがく
キ ・役割をえがく力）
ャ もとめる力（より良い方向に向け ○自分で選ぶことができる ○自分で決めたことに責任をもつ ○より良い方法を自分で判断する
リ て選ぶ・決定する力）
ア
発 はたらく力（学習や作業を行う力 ○学習や遊びに進んで取り組む ○基本的な働く力を身に付ける ○主体的に働く力を身に付ける
達 役割を果たす力）
能 生活する力（家庭生活や社会生活 ○身の周りのことが自分でできる ○基本的生活習慣を身に付ける ○社会生活に必要な力を身に付ける
力 を行う力）

たのしむ力（余暇を活用し，生活 ○好きなことに集中して取り組む ○地域資源を活用して楽しむ ○趣味を広げたり，深める方法を知る
を楽しむ力）

キャリア学習プログラム①（枠組み）より

■ 各教科・領域等におけるキャリア発達能力の指導目標 ■
領域別の指導 領域・教科を合わせた指導 総合的な学習の

教科別の指導
特別活動 自立活動 日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 作業学習

時間等（交流・
共同学習等）

日常生活を主体的 クラブ活動や交 具体物や絵カー 生活の流れに沿っ 遊びをとおして 生活に結びつい
小 に暮らすために必 流学習をとおし ド等を利用して，て，必要な支援を 「人，もの，もの た活動を意欲
学 要な基本的な概念 て，自分から活 基本的な認知の 受けながら，衣服 ごと」に自発的に 的，主体的に取
部 や知識・技能を身 動しようとする 概念形成を促す の着脱や排泄，食 関わろうとする意 り組み，成就感

に付ける 意欲を高める 事などができる 欲を育てる を味わう

社会生活に必要な 学級や生徒会の 絵カードや機器 友だちと協力し 社会的な意義を 作業をとおし 出身地域のイベ
中 基本的な知識や技 中で決められた 等で自分の意思 て係活動を行っ もつ活動をとお て，働くことの ントに参加した
学 能を身に付け，生 役割を果たした を伝える。スケ たり，スケジュ して，社会生活 意義や喜びを感 り，公共施設を
部 活の中に生かすこ り，余暇を楽し ジュールに沿っ ールを見て一人 への知識・技能 じ，働くことに 利用したりでき

とができる むことができる て行動する で行動できる ・関心を高める 慣れる る

社会参加と自立に 自分たちで，必要 生活に見通しを 自主的，主体的に 行事等の計画を 作業や実習をとお 出身市町村の歴
高 必要な知識や技能 なことを調べた 持って，安定し 係活動や生活に必 自分たちで立 して，作業能力を 史や文化・観光
等 を身に付けたり， り，話し合って計 て課題に取り組 要な活動を自分で て，実行し，自 高めたり，社会生 を調べ，発表で
部 主体的に表現・判 画を立てて活動す むことができる 判断しながら行う 主的，主体的活 活に必要な知識・ きる

断・決定できる ることができる ことができる 動を行う 技能を身に付ける

キャリア学習プログラム②（教科・領域等）より

キ ャ リ ア 教 育 推 進 の 基 盤
専門性の向上 保護者との連携 地域との連携 関係機関との連携 校内の組織づくり 啓発活動

・自主的，主体的な活動を ・進路研修会 ・地域の祭りへの参加 ・福祉，医療，労働機関 ・全体推進計画 ・学校HPによる発信
促す具体的な支援の方法 ・連絡帳の活用 ・交流・共同学習 との定期的な情報交換 ・全体学習計画 ・関係会議等による

・児童生徒の思いを育てる ・二者・三者面談 ・地域資源の活用 ・支援会議の開催 ・学部，学年，校 活動
キャリアカウンセリング ・ケース会議，支援会議 ・居住地交流 ・他校との連携 務掌間の連携 ・リーフレット

３ 組織的，系統的にキャリア教育を推進するには

【図２】は，昨年度に実施した県内の特別支援学校（知的）
８校の各学部主事，進路指導主事を対象としたキャリア教育に
関する実態調査の結果の概要をまとめたものです。

この調査結果より，組織的，系統的なキャリア教育の推進に
最も大切なことは，「教職員間の共通理解」と「保護者との連
携」であることが明らかになりました。

キャリア教育とは，新しいことをはじめる教育ではありませ
ん。現在行っている教育をキャリア発達（それぞれの発達段階
や立場等に相応しい能力を身に付けること）の視点で見直すこ
となのです。

組織的，系統的なキャリア教育を推進するためには，現在行
われている自校の教育活動が，自校の育てたい児童生徒像の実
現に向けてどのような道筋になっているかを明確にし，全職員
で共通理解をもつことが重要であると考えます。

４ 組織的，系統的な全体計画の作成

(1) キャリア教育全体学習計画の作成

【図３】は本研究における全体計画の概要を示したものです。
全体計画とは，全体の大きな目標（学校教育目標）達成に向け
ての流れや内容を構造的にわかりやすくまとめたものです。

【図４】はキャリア教育全体学習計画の作成例と個別の指導
計画までの流れを表したものです。

【図２】キャリア教育に関する実態調査の結果概要

キャリア教育の目的
ライフステージや発達段階に

応じて求められる役割を果たそ
うとする意欲や具体的な力を身
につけ，社会参加と自立，豊か
な生活の実現を図る

＜キャリア教育の内容＞
・勤労観，職業観の育成
・家庭生活，社会生活に必要

な知識や技能の育成
・自主的，主体的に活動する

力の育成

児童生徒・保護者の願い

・自分のことは自分でできるよ
うになりたい

・毎日，元気に楽しく生活したい
・地域の中に友達がほしい
・いろいろな事に挑戦し，やり
たい仕事を見つけたい

・家から遠くないところで働
きたい 等

■ 学校教育目標 ■
一人一人に自立と社会参加の基礎となる生きる力を育成し，
みんなとともに，自分らしく生きる力を実現する

＜目指す子ども像＞
自分から，自分で，自分らしく、みんなとともに生き生き
と生活する子ども

教育関係法規
日本国憲法，教育基本法，
学校教育法，学習指導要領，
岩手県学校教育指導指針

■ 学 部 目 標 ■
＜小学部＞健康な身体づくりと日常生活習慣の確立を目指し，

身近な人や社会への関心を高める
＜中学部＞集団や他者との関係の中で、自ら選び，自ら活動し，

自己」を発揮する
＜高等部＞社会の中で自分の個性や力を発揮し，生涯にわたっ

て充実感を持ち続けて生活する姿を実現する

全体推進計画 全体学習計画

系統的な学習の
在り方を示す

組織的な推進の
在り方を示す

キャリア教育全体計画

【図４】特別支援学校キャリア教育全体学習計画（例）及び各目標から個別の指導計画までの流れ

各年間指導計画の作成

個別の指導計画

指導・支援の実施

【図３】本研究における全体計画の概要

■学校教育目標■
■学 部 目 標■

■学 部 方 針■

■各学部段階における
キャリア発達能力の目標■

■各教科・領域等における
キャリア発達能力の目標■

■結果■
・キャリア教育ということばが教職員に定着していない
・進路に関する指導は，学部によって取組に差がある
・学校全体や学部の方針の位置付けや共通理解が十分でない
・キャリア教育の推進には「職員の専門性の向上」と「発達段階
に応じた学習内容の明確化」が必要である

・早い時期から保護者と連携して，卒業後を見通した支援を行う
必要がある

・就職，就業するために最も大切なことは「働く意欲や態度を身
に付けていること」である

■課題■
・教職員，保護者の共通理解と意識の向上
・各学校における位置付けや学習内容の明確化の必要性
・児童生徒の自主性や主体性を伸ばす指導・支援

特別支援学校キャリア教育全体学習計画（例）



【図６】キャリア教育学習プログラム②( 各教科・領域等)(例)

【図８】キャリア教育全体推進計画表の計画（Plan）の一部【図７】キャリア教育全体推進計画（流れ図）
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【図５】「キャリア教育学習プログラム①枠組 み(例)」とポイント

【図５】は，「キャリア教育
学習プログラム①枠組み（例）」
と各部分のポイントを示したも
のです。この「枠組み」の役割
は，目指す姿に向けた段階毎の
キャリア発達能力の育成のイメ
ージの共通理解をもつことにあ
ります。

【図６】は，「枠組み」を教
育課程（各教科・領域等）の中
に具体的に表したものです。

育てたい能力と育てる場を明
らかにしていくことが系統的な
学習の推進につながります。

(2) キャリア教育全体推進計画の作成

キャリア教育全体計画は，学校の目標や方針を受けて作成される
ものであることから，学校経営のPDCAサイクルの中に位置付けて，
計画的に推進される必要があります。いつ，どこで，どのように推
進するかということをまとめたものがキャリア教育全体推進計画で
す。特別支援学校においては児童生徒一人一人の個別の計画が作成
されていることから，各計画が有機的に連携して行われるようなシ
ステム作りが特にも大切であると考えます。

【図７】は，キャリア教育全体推進計画をPDCAサイクルに沿って
流れ図で表したものであり，全体的なイメージをつかむことをねら
いとしています。【図８】は，各段階における項目毎の担当や場，
時期，内容，ねらい等を表形式でまとめた推進計画表の一部です。
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段階 項 目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

キャリア教育全体方針 校長・ 学部会 前年度末から 前年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確認・検
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 年度初め 討を行う

進路指導委員会 学校運営方針の中に明確に位置付け，自校のキャリア教育の在
職員会議 り方と今年度の重点目標の共通理解を図る

計 キャリア教育学部方針 学部長 学部会 前年度末から 前年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確認・検討を
キャリア教育学部目標 進路指導委員会 年度初め 行う。学部としての方針を明確にし，具体的な教育活動につながるよ

職員会議 う，他の計画との関連を図る
画

個別の教育支援計画 担任（コーデ ケース会議，学年会・ 5月末まで 児童生徒一人一人を取り巻く関係機関と連携して，支援の方針を定
ィネーター）等 支援会議 める

（

Ｐ 個別の指導計画 担任 ケース会議 5月末まで 個別の教育支援計画における支援の目標を教育課程に沿った具
ｌ 学年会・面談 体的な指導目標や手だてとして定める

ａ

キ
ャ
リ
ア
発
達
能
力

系統的・発展的な指導・支援（学校）

ライフステージに応じた支援（家庭・地域・関係機関）

連携・協力

キャリア教育学習プログラム②（ 各教科・領域等）（例）

各学部段階毎の教科・領域等の学習のねらいと達成目標

ねらい・関連 小学部（１~３年） 小学部（４~６年） 中学部 高等部

＜全体のねらい＞ ね ことばに対する興味・関心 日常生活に必要な基本的な 日常生活に必要なことばの 日常生活や社会生活に必要な

教 日常生活や社会生活 ら をもつ。日常生活に必要な ことばがわかり，使うこと 理解を深め，社会生活や職 ことばの理解を深め，適切に
の中で必要な国語の力 い 基本的なことばがわかる ができる 業生活の基礎を育てる 活用することができる
を育て，自分の気持ち

科国を表現したり，相手の か 簡単な質問に対して意 か ひらがなで書かれた自 か 簡単な文章を書いたり か お礼状や年賀状を書くこ
話を理解する能力を育 達 思表示ができる。 分の名前を選ぶ 読んだりできる とができる
てることで，コミュニ 成 か 身のまわりの物の名前 か その場にふさわしいあ え 自分の気持ちをことば え 自分の気持ちを適切に相

別 ケーション能力，自己 目 がわかる いさつができる で伝えることができる 手に伝えることができる
表現能力，余暇活用能 標 え 自分の気持ちを表現で た 友達や先生といろいろ た テレビのニュース等に た 物語，劇，放送などを見

語力等を高める。 きる な会話ができる 興味や関心をもつ て楽しみ，感想を話す
の ＜キャリア発達能力との関連＞

「かかわる力」 題 「もののなまえ」 「ひらがな」 「遠足の作文をかこう」 「実習のお礼状を書こう」
「えがく力」 材 「どっちがすき」 「あいさつをしよう」 「友達の発表をきこう」 「１０年後の自分」

指 「たのしむ力」 例 「おはなしをきこう」 「できごとを話そう」 「ニュース調べ」 「芸術鑑賞会の感想」

＜全体のねらい＞ ね 色，形，大きさの違いに気 初歩的な数量や図や形，位 日常生活に必要な数量や図 生活に必要な数量や図形など

導 日常生活や社会生活 ら 付き，対応したり，集めた 置，時計の理解，簡単な計 形に関する理解を深め，生 に関する理解をさらに深め，
の中で必要な数量や図 い りすることができる 算をすることができる 活で活用することができる 活用することができる

算 形，計算などに対する
興味関心を高め，活用 え 大きい方をえらぶこと え ５までの数の合成・分 え 10までの数を確実に数 え 決められた金額内で買い

か … かかわる力， え … えがく力 ，も … もとめる力 は … はたらく力 生 … 生活する力 た … たのしむ力



【表４】実践概要
実践の段階 ねらい 手だて・内容

第一次実践 キャリア教育に対する基本的な理解を図り，卒業後を見通した支 キャリア教育推進ガイドブック
（２月） 援の組織的，系統的な取組に対する意識の向上を促す 「理解編」の配布・説明会

組織的，系統的なキャリア教育に関する理解を図り，教職員一人 キャリア教育推進ガイドブック
第二次実践 一人のキャリア教育の具体的な取組をさらに促す 「実践・資料編」の配布・説明会
（６～９月）

特別支援学校の授業における児童生徒のキャリア発達能力を伸ば 授業参観による資料収集
す指導・支援のポイントを収集し，ガイドブックの充実を図る

＊平成19年度新任職員に対しても４月に第一次実践（２月）と同内容で配付・説明を行った
＊授業参観による資料収集は，小・中・高等部の各通常学級と特別学級の1日の学習の様子，中・高等部の実習の様子，販売活動の様子(ﾊﾞｻﾞｰ)等を収集した

【表３】検証計画

検証項目 検証方法

①キャリア教育推進ガイドブック 質問紙法
がキャリア教育の推進にどのよ （事前・事後
うに役立ったか 調査の実施）

②キャリア教育推進ガイドブック 質問紙法
がどのように活用されたか （事後調査と

併せて実施）
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５ キャリア教育推進ガイドブックの作成

教職員や保護者等に対してキャリア
教育への理解を促し，各学校が自校の
実態や特色を生かしながら，組織的，
系統的なキャリア教育を推進するため
の手だてとして，「特別支援学校（知的）
キャリア教育推進ガイドブック」を作
成しました。

【図９】は，ガイドブックの概要を
示したものです。

キャリア教育の推進には，教職員，
保護者の共通理解を図り，互いに連携
して推進することが必要不可欠です。
共通理解を図るためには，キャリア教
育の必要性について学んだり，自分自
身の考えをまとめるなど，各人がキャ
リア教育を身近なものとしてとらえる
ことが大切です。

このガイドブックは，各学校が自校
の実態や必要性に応じて，適宜活用で
きるように，一つ一つの項目をＡ４版
裏表１枚にまとまるように構成してい
ます。各学校における組織的，系統的
なキャリア教育の実現を図る検討資料
としてご活用頂きたいと考えます。

６ 研究協力校における実践結果

(1) 検証計画と実践概要
【表３】に示す検証計画をもとに，作成したキャリア教育推進ガイドブックを用いて，研究協力校（花巻

養護学校）において，研究実践を行いました。実践の概要は【表４】のとおりです。

(2) 実践結果の概要と実践のまとめ
事前調査・事後調査の結果の概要，事後調査と併せて行った活用状況についての調査の結果の概要，及び

実践のまとめを以下にまとめます。

７ 本研究の成果と課題

本研究によって，知的障害のある児童生徒の在籍する特別支援学校における組織的，系統的なキャリア教育の
在り方をキャリア教育全体推進計画の作成及びキャリア教育全体学習計画の作成を通して明らかにし，その推進
のための手だて（ガイドブック）を示すことができたこと等の成果を得ることができました。

今後の課題としては，本ガイドブックの普及の方法を検討し，県内各校における具体的なキャリア教育の推進
を促していくことです。

【図９】特別支援学校キャリア教育推進ガイドブック（概要）
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特別支援学校（知的）における組織的，系統的なキャリア教育の在り方の提示

知的障害のある児童生徒の進路及びキャリア
教育に対する理解啓発を促す

対象： 教職員・保護者等

＜第１部＞キャリア教育の理解と推進に向けて
特別支援学校におけるキャリア教育の基本的な在
り方を提示

＜第２部＞キャリア教育を推進するための体制づくり
組織的，系統的なキャリア教育の考え方と推進の
流れを提示

＜第３部＞進路支援資料～卒業後の生活をイメージするために～

一般就労で求められる力や福祉，労働関係の制度
等の紹介

特別支援学校における組織的，系統的なキャ
リア教育の具体的な実践を促す

対象： 教職員・支援関係者等

＜第１部＞キャリア教育を組織的に推進するために
特別支援学校キャリア教育全体推進計画（例）の提示

＜第２部＞キャリア教育を系統的に推進するために
特別支援学校キャリア教育全体学習計画（例）の提示

＜第３部＞キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方
勤労観・職業観の育成，自主性，主体性を促す支
援の基本の提示

＜第４部＞キャリア教育実践資料（実践後の作成）

学部別の実践ポイントや知的障害以外の障害をあ
わせもつ児童生徒への支援の方法，実践資料等

＜事前調査結果概要＞
♦ キャリア教育に対する理解度は全職
員平均で約３割であった

♦ 勤労観・職業観の育成，卒業後の生
活を見通した指導・支援の意識や取
組には，学部によって差が見られた
(児童生徒の年齢が高いほど，意識，
取組ともに高い）

＜事後調査結果概要＞
♦ キャリア教育に対する理解度は全職
員平均で約８割であった

♦ 勤労観・職業観の育成，卒業後の生
活を見通した指導・支援への意識は
各学部とも８割前後であった

♦ 卒業後の生活を意識した具体的な取
組が増加した

＜ガイドブック活用状況の結果概要＞
♦「理解編」は約８割，「実践・資料編」では約７割の職員が
読んでいるという回答であった

♦ 半数以上の職員が実際の指導や支援に活用している
♦ 活用の方法は，「理解編」では「保護者面談での使用」が最

も多く，「実践・資料編」では「日常の指導」や「計画の作
成」等多岐にわたった

♦ 全ての項目において活用が見られた

○キャリア教育に対する理解の向上を図ることができた ●さらに理解や取組を向上させるための工夫が必要である
○学部間の意識の違いの解消に役立ち，校内の共通理解の促進に役立った ●キャリア教育への関心を高めるための工夫が必要である
○キャリア教育の具体的な実践を促すことに役立った ●さらにガイドブックの活用を図るための工夫が必要である
○保護者への理解を促す資料として役立った →「実践・資料編」の第４部を作成することで解決を図る

＊本ガイドブックは当センターのホームページからダウンロードできます(http://www1.iwate-ed.jp/)


